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＜連絡事項＞

・接遇委員会より、利用者様満足度アンケートを実施します。10月1日より1ヶ月の間に、御家族様面会された際、書いて頂いて下さい。よろしくお願いします。

＜患者様連絡事項＞
・佐羽内　裕亮様～本日、本人、母様へ主治医面談行っています。病状説明と、今後の方向性について説明。病名も告知しています。当分の間は措置入院を継続しながら、療養継続していきましょうと説明受けています。

・谷崎　遥様～本人、母様へ主治医面談行っています。病状の説明行い、今後も同行為繰り返すと考えられるため、退院先を施設で検討して行く事となる。

<部屋移動>
・成田　賀枝様～療養環境変更目的にて、東病棟Aユニット10号個室からDユニット18号室へ移動となる。

・和田　邦之様～療養環境変更目的にて、東病棟Cユニット4号室から5号室へ移動となる。
＜隔離入室患者様＞

・関川　良雄様～終日隔離継続中。本日から10：00～11：00の開放観察となっています。説明に理解できずにいるが、易怒性、興奮なく、落ち着いている。行動に注意しながら引き続き、身体状態の観察・認知症周辺症状の観察を行い、安全な療養が送れるよう介入していく。

＜要注目患者様ケース検討＞

・犾守　サナ様～　食事は、エブリッチ摂取出来ているが、主食副食とも半分程度摂取されている。バイタルは異常ない。引き続き全身状態の観察と日常生活援助を行っていく。　　　　　　　

・中村　サヨ様～食事形態変更後、主食は1/2から全量、副食1/2摂取され、むせ込みなく摂取されている。エンシュア・リキッドはむせ込まず飲用できている。

・成田　賀枝様～頭頂部創部の出血はなく、疼痛は自制内。嘔気、嘔吐等なく、歩行状態も安定している。

・松野　ツセ様～バイタルサイン異常なし。朝・昼のエプリッチは全量摂取している。不穏さなく経過している。

・谷崎　遥様～「殺してやる」と女の人の声で、幻聴の訴え聞かれ、10：25リスパダール1P服用している。傾聴する事で、行動化なく経過。引き続き、危険行為や粗暴行為に注意しながら、安全な療養が行えるよう介入していく。

　　

・深町　栄美子様～日中は殆ど臥床傾向見られている。食事の残食あり、朝昼とも、主食　　　　2/3、昼1/3摂取している。

・＜深澤Dr診察情報＞

・赤坂　こと様～臨時薬は内容に変更なく、同内容で7日分処方となる。血糖測定は2検にて継続指示となる。

・関川　良雄様～臨時薬は処方内容変更となり、7日分で処方となる。

・和田　邦行様～臨時薬は変更なく、同内容で7日分処方となる。血糖測定は3検で継続指示となっている。
＜本日の入院①＞

氏名：中村　チヨ様

　生年月日：昭和12年11月26日（78歳）

　　　性別：女性

　　主病名：アルツハイマー型認知症・右大腿部頸部骨折

　　　病棟：東病棟合併症室

　入院形態：医療保護入院
担当医：伊藤Dr

　　
　＜経過＞

　平成28年8月30日、自宅玄関で転倒し八戸市立市民病院を受診。「右大腿部頚部骨折」の診断にて、保存治療希望され、現在ベット上、全介助の状態である。骨折以前より認知症により徘徊、理解力低下が顕著であった。同院入院中も患部の安静保てない状態であることから、体幹ベルト等で対応していた。　今回、身体治療優先度は低度であり、家族より認知症治療を希望され、認知症（BPSD）症状改善のため当院認知症センターへ転院相談があり本日、東病棟合併症室へ医療保護入院となる。

「備考」

・買い物カードなし。

· おむつは家族。

· 家族洗濯。

＜本日の入院②＞

 　　氏名：金田　勇治様

      病棟：東病棟Cユニット4号室

  生年月日：昭和4年1月1日（87歳）
　　　性別：男性

　　主病名：アルツハイマー型認知症

　入院形態：医療保護入院

　　主治医：田名部Dr

　　＜経過＞

　H28年頃から食事をとった事を忘れる事があり、家族の説明にも理解の乏しさが認められていた。また、自営業していた店(履物屋)の鍵を間違えてしまう事があり、周辺の店の人々が鍵を閉める等の援助をしていた。H28年5月頃、本人が帰宅しないことを家族が不審に感じ、警察へ連絡。家族、警察で捜索した所、自宅とは反対方向である八戸市第３魚市場で発見された。以降も同様の事が続いていた。H28年7月閉店するが、「店に鍵をかけてった」「店の荷物がなくなってしまう」と繰り返し話すことがあり、見守りをしている状態であった。上記状態から、妻は疲弊し、生協診療所へ相談し当院への受診を勧められ、平成28年8月20日当院初診。 薬物治療開始し、介護保険の申請を勧めていた。その後も夜間の徘徊、幻視症状は続いて見られ、家族に対して暴力的となる事から家族対応困難との事で入院治療を検討し、本日、 東病棟Cユニットへ医療保護入院となる。

「備考」

・LTセットCプラン。

・買い物カードなし。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

